
日本バルカー工業（7995）アウトパフォーム（継続）

半導体産業向け好調持続に加えプラント向けも回復し 18/3 期は 10 期ぶり最高益更新予想

株価 1944 円（5/12） 時価総額 363 億円（5/12） 発行済株 18,689 千株（5/12）
PER（18/3 会予：12.7X） PBR（1.24X） 配当（18/3 会予）75.00 円  配当利回り：3.86％

要約

17/3 期は半導体関連向け好調で 6.1％増収、30.1％営業利益増益で着地、配当実質 75 円に

5/12に 17/3期決算が開

示された。17/3 期は売上

高 436.40 億円（6.1％増）、

営 業 利 益 40.65 億 円

（30.1％増）、経常利益

39.29 億円（28.5％増）、税

引利益 23.48 億円（34.0％
増）となった。3Q での上

方修正予想に対して売上

高で 8.40 億円、営業利益

で 2.65 億円、経常利益

3.29 億円、税引利益 3.48
億円上振れ、ほぼ DO 予

想の数字で着地した。

セグメント別では機能

樹 脂 事 業 が 売 上 高

13.0％増の 115.50 億円

と好調、営業利益も 2.2
倍の 7.80 億円に。売上面

では半導体工場向け洗浄

用 O リング、先端産業向

け、海外プラント向けが

・17/3 期は半導体関連向け好調で 6.1％増収、30.1％営業利益増益で着地、配当実質 75 円に

・18/3 期は先端産業向け好調持続、インフラ投資関連回復も寄与し中計上回り最高益更新期待

・株価は 18/3 期会社予想 EPS152.83 円に対し機械株平均 PER19.3 倍 2950 円目標



好調で中国向けの

減速影響はあった

ものの、高付加価値

品の伸びで利益が

伸長。シール事業は

海外プラント向け

が減速したものの、

国内先端産業向け

が拡大 2.2％増収の

286.18 億円、営業利

益 は 9.9 ％ 増 の

29.04 億円に。その

他事業は 20.1％増

収の 34.70 億円、営

業利益は 3.80 億円

と前年度比 3 倍増

と、一重に子会社の

バルカー・エフエフ

ティの韓国向け再生

ウエーハ伸長が寄与

した。なお、業績好

調と創業 90 周年記念として 75 円配（普通 60 円、記念 15 円）とした。

18/3 期は先端産業向け好調持続、原油価格回復も寄与し中計を上回る業績期待

同社は創業 90 年に向け、2015 年 5 月に「NV-S7：NEW Valqua Stage 7」を策定、

18/3 期売上高 450 億円、営業利益 45 億円、経常利益 45 億円、当期利益 24 億円、ROE8.1％
を目標としてきた。先端産業向けを伸ばし、海外売上比率を 30％超、08/3 期の経常利益

41.47 億円を抜き、最高益更新を狙う計画で、今期、ほぼ同様の業績予想を公表した。

現状、18/3 期は半導体産業の設備投資拡大によるライニング製品などの伸長、取替需要

が 60％を占め設備稼働による半導体ファブ向けシール材の大幅増加などから先端産業市場

向けの伸長が続こう。また低迷していた電力・エネルギープラント向け需要も原油価格の回

復見通し。さらに建設機械向けもトランプ政権のインフラ投資拡大発言、中国でもインフラ

投資回復などか需要回復が見込める。このため、18/3 期収益は会社中期計画を凌駕してこ

よう。アナリスト向け説明会が 5/24 に開催予定であるが、環境に大きな変化がなく、当面、

前回 DO18/3 期予想程度の収益は確保できると判断した。なお、決算説明会後、個別取材後

に DO 予想を見直す。



株価は 18/3 期会社予想 EPS152.83 円に対し機械株平均 PER19.3 倍 2950 円目標

同社株価は 18/3 期会社予想 EPS124.5 円に対し PER12.7 倍に過ぎず、機械株平均

PER19.3 倍と比較し割安水準にある。中期計画達成予想であり、最高益更新予想となって

おり、当面、機械株平均 PER19.3 倍となる 2950 円を目標とする。




